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フ1コ1の振子を用ひて地球の
　　自知角の爲眞を撮る装置

　　　　　　　　　　　　廣島女理科大學物理墨激室

　　　　　　　　　　　中　　　村　　　　饒

　フ1コ1（Foucault）の振子を用ひて地球の自韓を誼明する實験で教授上最

も困難とすることは其の楯圓振動を除去すること曳其の回蒋角を情密に測定

することSである・儲圓振動の除去に關しては，A。　C．　Longden氏によって

種々の方法が試みられ終に相當に完全なものが得られた．振動面の回早早の

精密測定に干してはEdelmann氏の装置がある・然しこれによって回輻角を測

定しようとすれば，糖圓振動が一暦速やかに現はれることになる．Edelmann

氏の装置では振子の下端につけてある磁石につれて測定装置の磁石が回韓す

る爲に角を測り得るのであるが，此磁石の作用の爲に門口振動が急に起る様

になる．そこで我が物理學實験室では物理三四二に依頼して今までの訣黙を

補ふ装置を作る爲大なる費用を投じて製作した．佐藤教授の指導により二年

生岡崎君と共に日夜研究したるものであって振子の改良をなし振子の球の下

端に電球を入れたる圓筒を付け振子の振動の迄の篇眞を撮りこれによりてフ

1コ1回二二を精密に測定することが出來た．この方法によれば樺圓振動が

出ないで實験を行ふことが出配る．

　次に構造を述べる．

　Longden氏の振子指針（第一圖）のものを第二圖の如く改良して中に豆電球
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と集光レンズとを使ひ圓筒の底面の中央にある極めて小さい圓孔の像を爲眞

乾板上に結ばしめ其圓孔の通った軌跡を撮影してフ1コ1振子の回轄角を精

密に測定することが出來て，此の揚合に篇翼器は振子の静止の位置の直下に

於て鉛直に向け共焦黙を電球の圓筒の小耳に合はしておく．振子の長さが長

く振幅が割合に小さいから，振動（振子の）による此孔の上下の移動は殆んど

ないから静止の位置に於て此小孔を合はしておけば振動の間は中よく焦黙が

あっている．また爲眞の乾板は注意して水当におかねぱならぬ。

　此電球を貼火する電源は第三圖の檬にした．帥ち針金Sが四本であるのを

都合よく利用し封角線的の位置にあるこ二本づSを同一の電池の極につなぐ．

これによって地球の磁力の影響を受けることなしに直流を通することが出來

る・Slの部分は四本とも絶縁膿によって上部の針金と絶縁してある・S2の部

分は封角線的の二本をそのまN下部の針金に連接させ，FGを通りHを通っ

て電球の外部の一極に通じ他の二本は下部の針金と絶縁しS2の部分より圓の

第
t

圖

3

ら

亀

G

H

．

．
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如く一まとめの被覆線にして圓博Fの重心を貫き，球Gの中心を通る細い

直線孔を通過し圓筒Hの．ヒ端の中央より入って電球の中央のも一つの極に

達してみる．
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　電池とS2の下部の針金との電氣連結は岡の檬になってある．帥ち電極の一一i

端より出てみる鈎hに鍵の型をした細い針金をかけ橋の他端をSの部分に

付いている鈎に載せておく．つまり各電極からの二個づSの橋が四本の針金

Sの封角線的位置にあるものに向ってかsつてみるのである・絶縁の部分の

位置S」を出至る丈け針金Sの高い部分（EPち圓博Sに近い部分）に取り，針

金Sにつv・てるる方の鈎をS1に近寄せて作り，尚ほ電極の鈎hをこれに近く

おけば，短かい銅の橋を通って電流が渡ることが出來る．從って振子の振動

に際して鈎の部分の振幅は小さく橋の重さも小さく，また橋と針金Sの鈎と

の摩擦も少ないから振動に及ぼす此装置の影響は殆んどない．實際此装置を

使ってした振動に於てLongden氏のそれによるときと同様に40分間位は何等

擶圓振動が現はれなV・で振動を績けることが出來るのである・そしてスヰツ

チ（電池に近くおいてあって振動の聞に何時でも任意に電球に柴火すること

が出來る斯様な装置）によって振動の初めからちょうど十分おきに四十分間

に耳って撮ったのが圃に示す如き爲眞である・
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〔71コ1振子によって撮った地球自韓の角の窟眞〕
振動の初めより10分毎の振子の位置（廣島に於て）

振動面廻輔は右まはりであるが窺眞で窺した爲に左まはりK：出てみる即ち地球

自轄の方向がそのまS出てみる

　次に廣島に於ける緯度は34。23／30クであるからsin　34023／30ク己0．56472で，フ

1コ1振子の振動面の回檸角は毎時8。．470或はラヂアン（弧度法）輩位で表は

せば0．14814rad（毎時）である，

　今篇眞に示した如き振動の初めより精密に10分おきに撮った窩眞による値

と理論的計算による値とを表示すれば次の如くである．

時　　　間 實測による
�濠p　（md）

理論的詐算によ
驩��p　（md）

分　分
0＿10 0．0232 0．0247

10－20 0．0228 ク

20－30 0．0207 ク

30－40 0．OI74 ク

　此實駒より見れば，時間がたつにつれて，次第に回縛角が小さくなってv・

る．此原因は振子のねちれによるのであらうと思ふが，確かな見解は未だ見

付からなV・．然しながら前に述べたIDngden氏の振子も此振動面角の減少

がはっきり現はれてるる，これによって見ると，この装置のみによる誤差で

はないのである．此面角の漸時減少する結果から次の様にして回縛角の精密

な値を求めることが出來る。此窩眞による揚合の振動面回韓角と時間とを夫

々縦及横軸に取って圖示すれば次の様である・
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　從って此圖から，時間

が0である極限に撃ては

自口ち，振動の初めに於け

る馬韓速度で10分間に回

卸する角はO．0244　radと

なる・故に理論的な値

0．0247と極めてよく一致

してみる．

　斯様にして地球自縛の

角を爲眞に撮：つて精密に

その角遽度を測定し理論

的計算によるものとよく

一致することを見たのである・

　以上の如き實験に於てはLongden氏の振子によるよりも構園振動の調節が

少し易く出來る・それは調節に際して電球圓筒の下に水回に置いてある角度

を目盛つた板を使ふがそのとき電燈による光鮎が直接刻度線の上を擦．って通

ること玉なり構圓振動の亡国の短軸が，0．1mm位のものまでも氣つくことが’

出來るからである．また次の如きLongden氏の考へに思して賛成の意を表は

さねばならぬ，即ち今迄は相當によい結果を得る爲めにはフiコ1振子は可

成り長くて重い球の振子を使はねばならぬと一般に考へられてるたが，今で

は此短V・振子で充分であることが分つたのである．Longden氏は器mの長さ

で1K：gの球を使った振子で完全に成功し得たと云っている程であるフ1コ1

自身は1851年以後佛國の各地に於て教組堂の高v・塔を利用して19世紀の物理

學上の此一大實駒を行ったのであった．彼の用ひた最大の振子はパンテオン

に於てした時の67m，28Kg．と云ふすばらしい大きなものであった・其とき集

った槻衆は如何に驚きの眼を見はって此大地の回縛に見入つたヒとであった

らう・同時に永年穴藏の中で實験してみたフ1コ；自身はまた如何に嬉しか

ったこ｝であらう，


